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共に助け合う大事

3　月　号

3月の主な予定

花言葉…真実の友情・誠の愛

　さて「千里の道も一歩から」と云うこと
わざがありますように、何事もまず一歩
から踏み出し、歩いていけば、必ず千里
まで到達するのです。
　人がその物事を行う時、その行程では、
さまざまなことがあり、自分の体力や心
の葛藤と戦いながら、これに打ち勝つ勇
気が必要です。
　昨今は、心の時代ともいわれ、老若男
女にかかわらず、大変様々な事で悩むこ
とが多いのですが、こういう時代に入っ
た今日私たちは、いかに人生を歩むべき
かについて、日蓮聖人は次の如く示され
ています。
　「過去現在未来というかぎりなく続く
三世の生死に対し、法華経の信仰を離さ
なければ、すべてが、不滅なる妙法にい
かされることになる」
（生死一大事血脈抄　五二四頁　取意）
　私どもは、どちらかというとその苦に
追い込まれていて孤立していたり、自分
を見失っているお方もいますが、仏教で
は過去の事が現在に報いて顕れるという
ことから、素直にそれを認め、さんげと
いうおわびをし、良い行い、それも人を
助ける道に励むことが最善の功徳という
良い因果を積んでいるといわれます。

　慥かに自分を自分で否定したりするの
は、何か情けなく思いがちですが、悪
いことを反省し、それを機会に改良を
心掛けてすすんでいけば、やがて、「天
しる、地しる、おのれ知る」で、他のお
方にその努力や辛抱が分かってもらい、
それが商品だとすると、大量に注文が入っ
たり、いい才能ですと、有名な会社に抜
擢されることもあります。
　最近感動した場面がありました。それ
はこのたびのソチ冬季オリンピックで、
ゴール間際でロシアのアントン、ガファ
ロフ選手がスキーの板が２つに折れた
時、ライバルチームのカナダのコーチが
新しいスキーの板を持って駆け付け交換
し、見事にゴールを果たしたことです。
　人間のなかには、このような前向きの
行動には、必ずそれに応じた助けがある
ものとわからせていただきました。
　殺伐として不安も多い世の中ですが、
共に助け合うことは、東北の大震災での
日本人のボランテイアの姿でも、大いに
海外の人も感動をされたといわれます。
　さあこの素晴らしい相手をいたわるや
さしさ、思いやりの心を内在しつつ、自
分の為すべき未来に現在を精一杯頑張っ
て突き進みましょう。　　  （梅田現昌）

3月の花  ワスレナグサ

◆壮年会 15日（土） 　18:00（本堂）
◆婦人会 豊中１ 12日（水）10:00
 豊中２ 10日（月）13:00
 豊中３ 11日（火）13:00
 豊能１ 10日（月）10:00
 豊能２ 11日（火）10:00
    （いずれも会館下）
　一斉口唱会　22日（土） 9:30
◆青年会・薫化会合同御講
　 　16日（日）11:00（本堂）

教養各会御講日程

豊中１ 　8日（土）14:00 本堂
豊中２ 15日（土）10:30 岩本宅
豊中３ 15日（土）13:30 柏原宅
豊能１ 22日（土）13:30 本堂
豊能２ 21日（金・祝）14:30 磯辺宅

教区総講日程

★今月より教区総講は
　各教区毎の奉修となります！
　詳しくは組長にお尋ねください。

  1日(土) 当山門祖会 1座16:00～
 東日本大震災追悼セレモニー

  2日(日) 当山門祖会 1座 8:30～
  2座10:30～
  8日(土) 公園清掃

  9日(日) 家族ぐるみ朝参詣日

13日(木) 交流激励助行 10:30～
20日(木) 巡回奨引総助行日 13:00～
21日(金・祝) 寝屋川墓地回向 11:30～
22日(土) 夜の住職御講 19:00～
23日(日) 春季過去帳入総講

30日(日) 寺内清掃

第 3 回

４月２９日（火・祝）
９時３０分受付　１０時開始

第１部 式典／第２部 ゲーム・模擬店／第３部 大抽選会

たし

  

知ること、そして、知らせること

　現在の私たちは、氾濫した情報社会の

中にいます。

　以前は、新聞・ラジオ・テレビ・雑誌

が主に私たちの情報の中心でしたが、今

は、ネットを中心に携帯電話やコン

ピューターで情報を得ています。それも、

世界中の情報が寸時に分かる世の中に

なっています。

　そして、このネットで情報を得ること

によって、私たちの生活は善くも悪くも

大きく様変わりしたと云っていいでしょ

う。

　今や世界中は、ネットなしには考えら

れない社会になっています。ここで問わ

れるのが、情報の発信者のモラルと情報

を受け取る側の見識が大変重要になると

思うのです。

　特に情報を知り、そして、それを発信

し知らせる側には、情報を受け取る側へ

の配慮と思いやりが必要で、倫理上・道

び御仏（みほとけ）の御意（みこころ）の

一部でも知り得たならば、その喜びを人

にお伝えすることが「知ること、そして

知らせること」なのです。そこには、必

ず相手の方を敬い敬意を持って知らせな

ければなりません。言わば、相手の方の

目線で真摯に『知り得たこと』御仏（みほ

とけ）の御意（みこころ）を知らしめるこ

とのです。

　では、具体的に「何を知り、そして何

を知らしめるのか」。

　まずは、御仏（みほとけ）の御慈悲に

浴し我が人生が変わり、喜びの中で日々

暮らさせていただいていることを知り、

そして、その喜びを他の方に敬いをもっ

て知らしめることです。

　この事は、ネットの中ではなかなか難

しいことです。なぜならば、ネットの中

では心の中から湧き出る喜びは伝わりま

せん。しかし、真の喜びを知った人の表

情はその姿に満面の笑顔に、そしてその

眼差しに現れ、その言葉も心に響くもの

になるはずです。

　私たちがいただいた、御仏（みほとけ）

の御慈悲を、一人でも多くの方に知って

いただけるようご精進いただくことを期

待いたします。

徳上・善悪の判断が重要になってきます。

　しかし、悲しい事に一部のネット情報

はそんな点など全く感じられないものが

あります。私は、情報を発信する側には、

もっと相手のことを敬い敬意を持ち、且

つ正確で有益な情報を配信して、ネット

社会になった今日の人々に大いに貢献し

ていただくことを希望しています。

　私たち本門佛立宗の教務（僧侶）及び

ご信者は、常に御仏（みほとけ）の御教（み

おしえ）に接し日々学び修行をしていま

す。このことは、自身の人格向上を目指

し成仏を志すものですが、同時に世の

人々に御仏（みほとけ）の御意（みこころ）

を伝え、一人でも多くの方に真の仕合（幸

せ）わせを願っての故なのです。

　そのためには、常に仏様の眼（まなこ）

を通して、ものを見、ものを聞き、感じ

ることが大切だと思います。そして、学

 

 

  

 

■プロフィール

　西村  淳晨

　本門佛立宗 良風寺住職

紙上＠住職ブログ

▲御導師も参加のフルーツバスケット。
　よちよち歩きのほのかちゃん（写真真ん中）
　も一緒に楽しそう!

▶御講終了後の抽選会用にと、御導師からご有志
頂いたくまの特大ぬいぐるみに子ども達は大歓
声!　お父さん、お母さんたちは…（＠_＠;）
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▲法鼓お会式デビューの日も近い？？
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　日頃は、ボランティア会の活動にご理解
ご協力いただきありがとうございます。
平成26年度 (４月１日から )のボランティ
ア会員の募集を行っております。申込用紙
は各教区・組長に配布しておりますので、
一人でも多くの申込をお待ちしております。
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豊中第１教区 145,500
豊中第２教区 253,500
豊中第３教区 177,300
豊能第１教区 220,800
豊能第２教区 193,600
教務 74,000
建営特別御有志 75,000

合計 1,139,700

建営浄財奉納金額（平成26年1月度）

（単位：円）
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